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平成22年度

健保の決算が
まとまりまし

た

経
常
収
支

15
億
４
６
３
３
万
円
の
赤
字

　

平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
４
月
〜
平
成

23
年
３
月
）
の
収
入
支
出
決
算
は
、
収
入

１
６
５
億
２
４
０
０
万
９
千
円
、
支
出

１
５
９
億
２
６
７
２
万
９
千
円
、
収
入
支
出

差
引
で
５
億
９
７
２
８
万
円
の
残
金
が
生
じ

ま
し
た
。

　

た
だ
、
現
行
の
保
険
料
率
（
58
・
０
／
１
０
０
０
）

に
よ
る
保
険
料
収
入
で
は
支
出
を
ま
か
な
う

こ
と
は
で
き
ず
、
別
途
積
立
金
（
一
般
家
庭

で
の
貯
蓄
に
あ
た
り
ま
す
）
を
取
り
崩
し

19
億
５
８
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
て
収
支
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
経
常

収
支
で
は
15
億
４
６
３
３
万
１
千
円
の
赤
字
決

算
で
締
め
く
く
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
保
組
合
の
決
算
は
単
年
度
で
行
う
も
の

で
、
そ
の
年
度
の
支
出
は
当
該
年
度
の
収
入
で

ま
か
な
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実
質
的
な
収
支
を

指
し
示
す
の
が
経
常
収
支
と
な
り
ま
す
。
科
目

で
見
る
と
、
収
入
で
は
、
繰
越
金
、
繰
入
金
、

国
庫
補
助
金
、
財
政
調
整
事
業
交
付
金
、
支
出

で
は
、
営
繕
費
、
財
政
調
整
事
業
拠
出
金
、
調

整
保
険
料
還
付
金
を
除
い
た
科
目
が
経
常
収
支

で
す
。

　

前
号
『M

y H
ealth

』
で
も
お
伝
え
し
て
い

る
と
お
り
、
も
は
や
来
年
度
は
繰
り
入
れ
る

べ
き
積
立
金
が
不
足
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健

保
組
合
で
は
保
険
料
率
引
き
上
げ
は
ま
っ
た

な
し
と
い
う
状
況
で
す
。
保
険
料
率
改
定
に

つ
い
て
は
次
号
で
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

IBM
レポート

　つぎの基本方針のもと、健保組合財政の健全化をめざして、
保健事業、給付の見直しを行いつつ、被保険者、被扶養者のみ
なさんの健康増進に寄与すべく健保の事業を推進しました。

●費用対効果を重視して保険料の効率的な活用をする

●医療機関等と協業し良質な医療を確保する

●疾病予防を基本とした健康づくりを推進する

平成22年度に行った事業の概要
✿
お
も
に
行
っ
た
事
業

１
．
保
険
給
付
適
正
化
対
策

　
　
の
実
施

①
レ
セ
プ
ト
点
検
業
務
を
強
化

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
積

極
的
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
の
促
進
活
動

・「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用

促
進
通
知
」
を
慢
性
疾
患
の
方
・
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
の
方
等
対
象
者
に
発
行

・
調
剤
レ
セ
プ
ト
直
接
審
査
・

支
払
方
式
を
導
入
、
レ
セ

ネ
ッ
ト
に
対
応

③
医
療
費
通
知
の
効
果
的
利

用
の
促
進

２
．
事
務
処
理
体
制
の
整
備

①
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
業
展
開
を
推
進

②
保
険
給
付
の
決
定
、
経
費
処
理
等
の
事
務
処
理

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化

③
個
人
情
報
保
護
の
徹
底

３
．
疾
病
予
防
に
重
点
を
置
い
た

　
　
保
健
事
業
の
推
進

①
特
定
健
診
の
推
進

②
特
定
保
健
指
導
の
定
着
と
推
進

③
が
ん
検
診
の
充
実

４
．
保
健
事
業
業
務
改
革
と
適
正
事
業
の

　
　
推
進

①
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
と
健
診
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ

る
事
業
の
適
正
化

②
被
扶
養
者
健
診
の
受
診
者
管
理
体
制
の
確
立

③
各
種
補
助
金
の
見
直
し

→ 12 ～13 ページ
　 もあわせてどうぞ

レセプトって

？？？

→ 6 ～7 ページ
　 もあわせてどうぞ

特定健診の

成績

？？？

2013 年から＂特定健
診・保健指導の成績＂に
よって納付金の額が増減
します。ぜひ、ご協力を

あなたと家族
がどのくらい
の医療費を支
払ったか、確
認できます

平成23年７月
15日、第

138回組合
会で、

平成22年度収支
決算が承認

されました
ので、ご報

告いたしま
す。

→ 12 ～13 ページ
　 もあわせてどうぞ

調剤レセプト直

接審査・支払方

式って

？？？

（公告 476 号　公告責任者／斉藤紀夫）

基本の
方針
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介護保険
（保険料率9.0／1000） 介護保険収入

繰入金
雑収入
合　計

◦収入（百万円）
1,418

27
4

1,449

介護納付金
介護保険料還付金

積立金
合　計

1,393
1

26
1,420

◦支出（百万円）

介護保険の運営主体は市区町村です。健保
組合では 40 歳以上 65 歳未満の被保険者
から介護保険料を徴収し、国から通知され
る分を介護納付金として納めています。

介護保険

●収　入

●支　出

保険料収入　14,019（444千円）

事務費　331（10千円）

保険給付費　8,622（273千円）

繰入金1,963（62千円）

納付金

保険給付費

その他

4,835
（拠出金）

5,482
（拠出金）

5,606 5,099 4,694

8,031 8,189
8,622

7,7477,612

14,571 14,728 14,315 14,019
15,054

85.4％ 89.8％ 90.5％
92.8％

94.9％

　支出のうち、もっとも大きな割合を占めるのが、医療費などの支払いにあてられる保険給付費
です。平成 22 年度は保険料収入の約 61％を占めています。保険給付費は増加の一途をたどって
おり、年々伸び続けています。それから、高齢者医療制度への支援金などの納付金が、保険料収
入の 33.4％を占めています。被保険者１人当たりの金額でみると 14 万 9 千円にものぼっており、
納付金が過重な負担となっていることがわかります。別途積立金が減少しているなか、現行の保
険料率（58／1000）では保険給付費と納付金の支出だけで、保険料収入の 100％を超えてしま
う状況になりつつあります。

→ 2 ～3 ページ
　 もあわせてどうぞ

納付金って

？？？

2006 2007 2008 2009 2010

保険料収入 ５年間の推
移

保険料収入に対する保険給付費と納付金

あなたが納めた保険料はこう使われました

医
療
費
と

納
付
金
へ
の
支
出
で

保
険
料
収
入
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を

使
い
切
っ
て
い
ま
す

収入支出差引残額を

　こう振り分けます

●決算残金処分内訳
別途積立金

財政調整事業繰越金
合　計

584
13

597

（単位：百万円）

→来年度の予算へ

その他　542（17千円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）（　）内一人当たり

その他　370（12千円）

納付金4,694（149千円） 保健事業費
1,910
（61千円）

会社と皆さんから納めていただいた保険料

病院などにかかったときの
医療費や出産一時金等

別途積立金等を取り崩した収入

特定健診等事業収入や雑収入等

財政調整事業拠出金や営繕費等

国へ納める高齢者医療制度への
支援金等

収入合計16,524百万（523千円）

支出合計15,927百万（505千円）

医療費 国へ拠出するお金

家族健診、アスレチックの利用
補助など健康づくりをサポート
する費用や保養所の運営費等

疾病予防費
特定健診・保健指導
健康増進施設費
直営・契約保養所費
体育奨励費
その他

684
370
387
185
107
177

（百万円）
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